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2. 基本構想とは？
曽於市の将来像を定めるとともに、将来像の実現に
向けたまちづくりを進めるための基本方針や方向性、
施策の大枠を示します。

今回策定された基本構想の計画期間は、
令和８年度から令和 17年度までの 10年間です。

特集
1. 曽於市総合振興計画とは？
将来における曽於市のあるべき姿と、進むべき方向性等についてまとめた指針のことで、市が策定する様々
な計画の中で最上位となるものです。
市民が曽於市に住んで良かったと思えるようなまちづくりを進めるための目標と方向性を示すとともに、こ
れらを実現するための政策の大綱などを明らかにします。
総合振興計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」から構成され、このうち、基本構想の策
定は議会の議決が必要です。
第２次計画が令和７年度で終了することから、新たに第３次計画を策定するため、基本構想が議会へ提
案され、審議の結果、全会一致で可決されました。

3. 議員からの質疑
問	 どのような手順と時間をかけて基本構想・基本計画を策定したか。特に力を入れた点は。
答基本構想については、令和６年度に市民の政策・施策に対する意識やニーズ等を把握するための市
民意識調査を実施した。基本計画については、基本構想の各政策を達成するため、21施策、59の基
本事業を設定した。特に、中長期的な視点から「目指すべき将来像」を描き、実現に向けた政策・施
策を体系的に整理した。
曽於市に住んで良かったと思えるまちづくりを進めるための目標と方向性を示すとともに、これらを
実現するために大きく７つの政策を設定した。
問基本構想よりも下位の計画はいつごろ示されるのか。
答	 ５年ごとの前期基本計画と３年間の実施計画があり、来年３月には示す予定である。
問第２次計画では「施策」という言葉を使用していたが、今回「政策」とした理由は。
答	 他の自治体を参考に検討した。「施策」よりも「政策」の方が、責任がより重いという認識から表現
を変えた。

意見	 議会でも重要な問題として審議されている「公民連携」について、基本構想の中で触れられてい
ない。今後策定予定の計画には、公民連携がどのような位置付けになるのか記載すべきである。

実施計画

基本計画

基本構想

今後、基本構想を基に基本計画、実施計画が示される予定です。

第３次曽於市総合振興計画が策定されます
～第３次計画で掲げる将来像～
『豊かな大地と　人の絆が　未来につながるまち　曽於』
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乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）とは？

保育所等に入所していない０歳６か月から満３歳未満の子どもへの遊び及び
生活の場の提供、並びにその保護者への面談支援を月10時間の枠内で行
うもの。
子育て世帯の多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強
化するため、就労要件等を問わず利用できる（利用可能枠内で）、新たな通
園給付事業です。

こども誰でも通園制度を利用すると・・・

◆子どもにとって
・家庭とは異なる経験や、家族以外の人と関わる機会が得られる
・ものや人への興味や関心が広がり、成長していける
・年齢の近い子どもとの関わりにより、成長発達に資する豊かな経験ができる

◆保護者にとって
・地域の様々な社会的資源（子育て支援等）につながる機会となり、子育てにおいて、こうした
社会的資源を活用しやすくなる
・専門的な知識や技術を持つ人と関わることで、ほっとできたり、孤立感、不安感等の解消につ
ながる
・一定時間でも子どもと離れて時間を過ごすことで、育児に関する負担感の軽減になる

一時預かりとの違い

一時預かりは「保護者の立場からの必要性」に対応するもので
すが、こども誰でも通園制度は、保護者のために「預かる」の
ではなく、家庭にいるだけでは得られない様々な経験を通じて、
子どもが成長していくように、子どもの育ちを応援することが
主な目的です。

条
例
の
制
定
や
改
正
、
補
正
予

算
、
各
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
な
ど
の
議
案
を
審
査
・
審
議
し

ま
し
た
。

Topic1

曽
於
市
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

　
　
　
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定

【
議
案
第
77
号
】
全
会
一
致
可
決

令
和
８
年
度
か
ら
義
務
化
さ
れ

る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
、
い
わ

ゆ
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

の
創
設
に
伴
い
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

問

対
象
と
な
る
未
就
園
児
数
や

実
施
を
希
望
し
て
い
る
事
業
所
の

見
込
み
は
。

Topics

第４回定例会

令和 7 年
12月１日から

12月23日まで

（23日間）

答

対
象
者
数
は
30
か
ら
40
名
程

度
で
、
事
業
所
は
ま
だ
意
向
調
査

の
段
階
だ
が
、
４
事
業
所
が
希
望

し
て
い
る
。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



Topic2

曽
於
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
特
別
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
78
号
】
全
会
一
致
可
決

国
の
省
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
連
す
る
規
定
を
改
正
す
る

も
の
で
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
を
現
行
の
令
和
７
年
３
月
31
日

か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
３

年
間
延
長
し
ま
す
。

問

本
条
例
の
対
象
と
な
る
企
業

が
本
市
に
あ
る
か
。

答

該
当
す
る
企
業
は
な
い
。

Topic3

各
施
設
の
指
定
管
理
者
決
定

【
議
案
第
87・88
号
】
全
会
一
致
可
決

各
施
設
の
指
定
管
理
者
が
、
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
そ
お
生
き
い
き
健
康
セ
ン
タ
ー
】

◆
管
理
者

株
式
会
社
メ
ル
ヘ
ン
ス
ポ
ー
ツ

問

指
定
管
理
料
が
年
度
ご
と
に

増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

答

指
定
管
理
料
の
６
割
以
上
が

人
件
費
で
あ
る
た
め
、
最
低
賃
金

の
引
上
げ
幅
を
適
用
し
た
。
募
集
は

１
者
の
み
で
あ
っ
た
が
、
物
価
高
騰

等
の
中
、
将
来
的
な
財
政
面
の
不
安

を
解
消
し
、
公
募
し
や
す
い
条
件

と
し
た
。
雇
用
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
の
ト
レ
ー
ナ
ー
５
名
、
受
付
事
務

２
名
の
計
７
名
で
あ
る
。

【
花
房
峡
憩
い
の
森
】

◆
管
理
者

曽
於
市
森
林
組
合

問

管
理
体
制
は
。

答

管
理
人
が
２
名
と
売
店
・
食

堂
に
１
名
お
り
、
施
設
管
理
・
清
掃

な
ど
も
そ
の
３
名
で
行
う
。
ま
た
、

宿
直
は
１
名
で
、
森
林
組
合
の
男
性

職
員
13
名
が
交
代
で
行
う
。

Topic4

曽
於
市
公
共
下
水
道
条
例
及
び

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
84・85
号
】
全
会
一
致
可
決

災
害
等
の
非
常
時
に
、
他
の
市

町
村
が
指
定
す
る
業
者
に
よ
る
排

水
設
備
等
の
新
設
等
の
工
事
や
、

給
水
装
置
工
事
の
施
行
を
可
能
と

す
る
た
め
、
関
連
す
る
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

問

他
市
町
村
長
が
指
定
し
た
工

事
業
者
へ
の
依
頼
の
手
順
は
。

答

今
後
検
討
し
て
い
く
が
、
近

隣
市
の
災
害
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

ま
ず
は
他
市
町
村
の
指
定
店
の
受

入
れ
を
可
能
と
す
る
条
例
を
早
急

に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

今
回
の
改
正
を
行
っ
た
。

問

災
害
時
の
水
道
の
復
旧
に
対

し
て
、
今
の
業
者
数
で
対
応
で
き

る
の
か
。

答

本
市
が
指
定
し
て
い
る
業
者

が
１
０
６
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
33

社
は
市
内
の
業
者
で
、
73
社
は
市

外
の
業
者
で
あ
る
。
市
外
の
業
者

は
災
害
時
に
対
応
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
た
め
、
幅
広
く
業
者
を
確

保
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正
す
る
。

議案番号及び
施設名

各年度の指定管理料（万円）

令和 8 令和 9 令和 10 令和 11 令和 12

議案第 87 号
　そお生きいき

　健康センター
1,810 1,880 1,960 2,040 2,120

議案第 88 号
　花房峡憩いの森 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

指定管理期間：令和８年４月１日～令和13年３月31日（５年間）

4☆議会クイズ☆次のページからクイズを出します。ページをめくると答えがあります。



【
コ
ン
ビ
ニ
収
納
各
種
テ
ス
ト

業
務
委
託
】

問

各
種
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
市
民

に
影
響
は
あ
る
か
。

答

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う
令

和
８
年
度
の
納
付
書
が
適
正
に
読

み
取
れ
る
か
の
確
認
の
た
め
で
あ

り
、
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
。

【
旧
月
野
中
学
校
体
育
館
横

法
面
陥
没
補
修
工
事
】

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

Topic5

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
可
決

【
議
案
第
89
号
】
全
会
一
致
可
決

14
億
６
４
３
９
万
円
追
加

予
算
総
額

３
０
２
億
５
９
６
９
万
円

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
旧
財
部
北
小
学
校
消
防
設
備
修
繕
】

問

閉
校
し
た
施
設
だ
が
、
修
繕

の
経
緯
は
。

答

消
防
の
法
定
点
検
が
毎
年
あ

る
が
、
閉
校
し
た
施
設
で
も
電
気

が
通
っ
て
い
て
、
人
の
出
入
り
が

あ
れ
ば
点
検
の
対
象
に
な
る
。
今

回
、
そ
の
点
検
で
不
備
が
見
つ

か
っ
た
。

意
見

今
後
、
市
は
用
途
廃
止
し

た
施
設
の
維
持
管
理
に
相
当
な
費

用
や
労
力
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

安
全
管
理
も
含
め
て
十
分
な
検
討

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

【
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
】

問

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

答

国
が
整
備
し
た
全
国
一
律
の

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
う
も
の
で
、

今
回
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
資
源
ご
み
等
処
理
委
託
】

問

資
源
ご
み
処
理
の
委
託
に

よ
っ
て
最
終
処
分
場
へ
の
持
込
量

の
削
減
は
で
き
て
い
る
か
。

答

令
和
６
年
度
と
令
和
７
年
度

の
排
出
量
を
10
月
末
ま
で
の
同
期

間
で
比
較
す
る
と
約
２
０
０
ト
ン

減
っ
て
い
る
。
破
砕
機
を
使
わ
ず

分
別
解
体
処
理
し
た
結
果
で
あ
り
、

成
果
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

歳出（単位 : 万円）

障害福祉サービス費（障害者給付費の追加） 9,890

児童福祉事務費（国庫負担金等返還金の追加） 14,635

緊急自然災害防止対策事業
（用排水路工事等の追加） 2,231

現年発生農地・農業用施設災害復旧費
（8 月豪雨災害による工事請負費等の追加） 66,057

現年発生公共土木施設災害復旧費
（8 月豪雨災害による工事請負費等の追加） 37,414

歳入（単位 : 万円）
分担金及び
負担金 現年発生農地災害復旧費分担金 1,857

国庫支出金 現年発生公共土木施設災害復旧
事業費負担金 19,769

県支出金 現年発生農業用施設災害復旧費
補助金 28,356

寄附金 社会福祉費寄附金 300
繰入金 財政調整基金繰入金 37,284

市債
現年発生農業用施設災害復旧費 23,580
現年発生公共土木施設災害復旧費 17,520

直径約1ｍ、深さ約3ｍ程の陥没を確認しました

5 ☆問１☆市議会議員は、選挙区内の市民へ年賀状や暑中見舞いなどを出せる？　①出せる　②出せない



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
瀬
戸
口
恵
理
委
員
長
）

【
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
補
助
金
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答

食
材
費
等
の
高
騰
を
受

け
、
小
学
校
の
給
食
費
を
月
額

４
９
０
０
円
か
ら
５
４
０
０
円

へ
、
中
学
校
を
５
７
０
０
円
か
ら

６
３
０
０
円
へ
そ
れ
ぞ
れ
値
上
げ

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
小
中
学
校
電
話
設
備
更
新
工
事
】

問

工
事
の
内
容
は
。

答

市
内
４
校
の
小
中
学
校
で
使

用
す
る
電
話
設
備
に
、
録
音
さ
れ

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
自
動
応
答
機

能
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
工
事

で
あ
る
。

【
各
種
大
会
出
場
費
補
助
金
】

問

全
国
大
会
等
出
場
補
助
金
の

支
給
対
象
は
。

答

県
大
会
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

て
九
州
大
会
及
び
全
国
大
会
に
出

場
す
る
チ
ー
ム
及
び
個
人
で
あ
る
。

【
図
書
購
入
基
金
寄
附
金
積
立
金
】

問

残
高
は
。

答

今
回
の
１
０
０
万
円
を
積
み

立
て
る
と
１
億
２
９
８
０
万
円
ほ

ど
に
な
り
、
毎
年
度
８
０
０
万
円

ず
つ
取
り
崩
し
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
出
水
優
樹
委
員
長
）

【
災
害
復
旧
】

問

災
害
復
旧
の
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

梅
雨
前
線
・
８
月
豪
雨
の
災

害
査
定
は
12
月
５
日
で
全
て
終
了

し
、
契
約
は
３
月
頃
と
見
込
ん
で

い
る
。
農
業
へ
の
影
響
が
な
い
よ

う
早
急
に
復
旧
し
た
い
。

【
市
道
整
備
事
業
】

問

繰
越
し
の
理
由
は
。

答

工
法
変
更
等
が
あ
り
、
標
準

工
期
が
確
保
で
き
ず
、
年
度
内
の

完
成
が
見
込
め
な
い
た
め
で
あ
る
。

【
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
】

問

繰
越
し
の
理
由
は
。

答

農
作
物
の
収
穫
を
待
っ
た
こ

と
や
、
災
害
査
定
が
10
月
中
旬
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
標
準
工
期

が
確
保
で
き
ず
、
年
度
内
の
完
成

が
見
込
め
な
い
た
め
で
あ
る
。

【
宅
地
関
連
等
災
害
復
旧
事
業
】

問

工
事
の
内
容
や
補
助
金
は
。

答

対
象
工
事
費
で
最
大
の
も
の

は
２
２
４
万
５
１
５
５
円
で
あ
り
、

補
助
金
の
上
限
は
１
０
０
万
円
で

あ
る
。

Topic6

令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決

【
議
案
第
92
号
】
全
会
一
致
可
決

１
億
３
４
５
１
万
円
追
加

予
算
総
額

５
８
億
６
７
６
１
万
円

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
歳
入
・
歳

出
の
増
額
、
前
年
度
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
歳
入
及
び
介
護
保
険
基

金
積
立
金
１
億
３
０
０
０
万
円
が

主
な
も
の
で
す
。

問

介
護
保
険
基
金
積
立
金
の
総

額
は
。

答

今
回
の
１
億
３
０
０
０
万

円
を
加
え
る
と
、
総
額
で

４
億
５
９
９
８
万
円
に
な
る
。

意
見

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
お
い
て
は
、
繰
越
金

や
給
付
費
伸
び
率
等
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
て
策
定
す
る
よ
う
に
。

Topic7

人
事
案
件

【
同
意
案
第
４
号
】
全
会
一
致
同
意

【
副
市
長
の
選
任
】

副
市
長
と
し
て
選
任
す
る
た
め

提
案
が
あ
り
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４
年
と
な
り
ま
す
。

塩し
お
田だ

知ち

恵え

子こ

氏
（
東
京
都
）

6☆答１☆②出せない　ただし、届いたものに対して自筆の返事は出せます。



【
同
意
案
第
５
号
】
全
会
一
致
同
意

【
教
育
委
員
の
任
命
】

現
委
員
で
あ
る
長な

が

野の

か
お
り
氏

の
任
期
が
令
和
７
年
12
月
26
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の

で
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
４
年
と
な
り
ま
す
。

藤ふ
じ

清せ
い
道ど
う

氏
（
財
部
町
）

【
同
意
案
第
６
号
】
全
会
一
致
同
意

【
監
査
委
員
の
選
任
】

現
委
員
で
あ
る
野の

村む
ら

行ゆ
き

雄お

氏

の
任
期
が
令
和
７
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
引

き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
た
め
同

意
案
が
提
出
さ
れ
、
無
記
名
投
票

の
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
４
年
と
な
り
ま
す
。

野の

村む
ら

行ゆ
き

雄お

氏
（
大
隅
町
）

第４回定例会で全会一致で承認・同意・可決とされた案件
区 分 議案番号 件  名

議
案

第 84 号 曽於市公共下水道条例の一部改正について

第 85 号 曽於市水道事業給水条例の一部改正
について

第 86 号 曽於市小規模水道施設事業補助条例
の一部改正について

第 87 号
指定管理者の指定について

（そお生きいき健康センター）

第 88 号
指定管理者の指定について

（花房峡憩いの森）

第 89 号
令和７年度曽於市一般会計
補正予算（第７号）について

第 90 号
令和７年度曽於市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）について

第 91 号
令和７年度曽於市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）について

第 92 号
令和７年度曽於市介護保険特別会計
補正予算（第３号）について

第 93 号
令和７年度曽於市生活排水処理事業特別会計
補正予算（第１号）について

第 94 号
令和７年度曽於市水道事業会計
補正予算（第４号）について

第 95 号 令和７年度曽於市公共下水道事業会計
補正予算（第２号）について

区 分 議案番号 件  名

承
認
案

第 6 号 専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度曽於市一般会計補正予算（第６号））

同
意
案

第 3 号 監査委員の選任について

第 4 号 副市長の選任について

第 5 号 教育委員会委員の任命について

第 6 号 監査委員の選任について

議
案

第 76 号 第３次曽於市総合振興計画基本構想の策定
について

第 77 号 曽於市乳児等通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の制定について

第 78 号
曽於市地域経済牽引事業の促進等による
地域における固定資産税の特別措置に関する
条例の一部改正について

第 79 号 曽於市子ども・子育て会議条例の一部改正
について

第 80 号
曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について

第 81 号
曽於市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

第 82 号
曽於市放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

第 83 号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正
について

7 ☆問２☆市議会議員は、選挙区内の方に香典を持っていくことはできる？　①できる　②できない



高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

問

本
市
は
、
年
金
受

給
額
が
50
万
円
以
下
が

１
５
１
４
人
、
50
～
80
万

円
が
２
９
２
５
人
と
、
低

額
の
受
給
者
が
多
い
。
一

方
、
介
護
保
険
料
は
年
金

受
給
額
の
２
割
以
上
が

５
９
６
人
、
１
～
２
割
の

高
齢
者
が
１
１
２
７
人
と

大
変
割
高
で
あ
る
。
市
長

は
、
介
護
保
険
料
は
高
い

と
認
識
さ
れ
る
か
。

市
長

50
万
円
以
下
の
年

金
受
給
者
に
は
厳
し
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

「
子
供
た
ち
が
帰
っ
て
き
た
く

  

な
る
ま
ち
へ
」
を

検
証
す
る
た
め
の
基
準

問

こ
の
文
言
は
、
市
長

選
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
っ
た
。
今
後
、
決
算

で
の
検
証
が
必
要
で
は
。

市
長

各
年
の
転
入
者
の

う
ち
、
生
産
年
齢
人
口

（
15
～
64
歳
）
の
割
合
が

ど
う
増
え
た
か
、
年
度
ご

と
の
目
標
値
を
定
め
て
検

証
し
て
い
き
た
い
。

施
設
の
老
朽
化
対
策
を

問

全
施
設
の
６
割
が
耐

用
年
数
を
超
え
て
い
る
。

所
見
を
聞
き
た
い
。

市
長

来
年
度
当
初
に
、

今
村
副
市
長
を
中
心
に
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
緊

急
性
の
高
い
施
設
を
優
先

し
た
予
算
措
置
を
行
い
た

い
。

高すぎる介護保険料は引き下げを

一般質問の録画

Link

Answer

市長／引き下げも視野に入れて検討したい

ちょっと
ひとりごと

高すぎる介護保険料の、
来年度からの７％前後の引き下げは、

100％可能です。

Question

問

本
市
の
介
護
保
険

は
過
去
３
年
間
、
繰
越

金
が
３
億
３
千
万
円
か

ら
５
億
６
千
万
円
の
た

め
、
基
金
保
有
額
は

４
億
６
千
万
円
で
あ
る
。

歳
出
で
の
毎
年
の
給
付
額

は
マ
イ
ナ
ス
２・
２
％
か

ら
プ
ラ
ス
１
％
と
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
。
財
政
的

に
、
来
年
度
か
ら
７
％
前

後
の
引
下
げ
が
可
能
で
は
。

市
長

で
き
る
か
ど
う
か
、

引
下
げ
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
独
自
の
物
価
支
援
策

問

市
独
自
の
物
価
支
援

策
を
聞
き
た
い
。

市
長

年
明
け
の
臨
時
議

会
に
、
商
品
券
、
農
家
へ

の
肥
料
支
援
、
医
療
と
福

祉
を
提
案
し
た
い
。

改修が必要な市民プール

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）

年金受給額と受給者数（※ 12 月 15 日市長答弁）

年金受給額（年間） 受給者数（人） 割合（％）
50万円以下 1,514 10.7 
50～80万円 2,925 20.6 
80～120万円 4,684 33.0 
120～150万円 1,917 13.5 
150～200万円 1,792 12.6 
200～250万円 920 6.5 
250万円以上 462 3.3 

全体 14,214 100.2 

8☆答２☆①できる　本人が出席する場合の葬式や通夜の香典はできますが、代理はできません。



業
の
拡
充
を
考
え
て
い
る
。

問

ド
ー
ム
型
牛
舎
建
設

費
の
見
直
し
は
。

市
長

金
額
の
見
直
し
を

考
え
て
い
る
。

災
害
対
策

問

防
災
、
減
災
対
策
の

取
組
は
。

市
長

自
主
防
災
組
織
に

よ
る
地
域
住
民
参
加
型
の

訓
練
研
修
、
防
災
講
話
等

を
実
施
す
る
。

問

土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
数
は
。

総
務
課
長

６
３
７
か
所

あ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
を
活
用
し
て
市
民
に
啓

発
し
て
い
る
。

問

市
道
、
農
道
の
側
線
、

中
央
線
等
の
年
次
計
画
は

あ
る
の
か
。

土
木
課
長

白
線
等
は
令

和
６
年
度
で
５
㎞
実
施
し

て
お
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

等
も
予
算
に
合
わ
せ
て
設

置
し
て
い
き
た
い
。

問

大
隅
町
で
の
豪
雨
災

害
対
策
の
経
過
と
計
画
は
。

市
長

菱
田
川
流
域
治
水

対
策
作
業
部
会
を
設
置
し

て
、
県
と
５
回
協
議
し
た
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

県
が
実
施
し
た
流
量
な
ど

の
検
証
を
踏
ま
え
、
県
・

市
そ
れ
ぞ
れ
実
効
性
の
あ

る
対
応
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

問

梅
雨
、
台
風
を
控
え
、

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

早
急
な
寄
州
除
去
が
必
要

な
の
で
は
（
９
月
議
会
で

質
問
済
み
）。

市
長

寄
州
除
去
に
つ
い

て
は
県
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
、
工
事
発
注
済
み
で

年
度
内
に
は
終
え
る
。

第
３
次
曽
於
市

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想

問

子
牛
価
格
高
騰
に
よ

る
肥
育
経
営
対
応
は
。

市
長

市
単
独
事
業
に
よ

る
経
営
継
続
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
国
・
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

更
な
る
生
産
基
盤
強
化
に

取
り
組
む
。

問

農
畜
産
業
の
維
持
拡

大
の
た
め
の
具
体
策
は
。

市
長

新
規
就
農
支
援
対

策
事
業
の
年
齢
制
限
と
所

得
額
制
限
を
撤
廃
し
、
ド

ロ
ー
ン
導
入
の
支
援
と
畜

産
生
産
基
盤
施
設
整
備
事

早い災害復旧は
市民の安心につながるのでは

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／寄
より

州
す

を年度内に取り除く

ちょっと
ひとりごと

災害は忘れないうち
にも来る

寄州の状況

県事業で寄州の除去中

渡
わた

辺
なべ

利
と し

治
はる

9 ☆問３☆市議会議員は、選挙区内で寄附はできる？　①できる　②できない



曽
於
八
景
の
一
つ

桐
原
の
滝
周
辺
や
悠
久
の
森

問

桐
原
の
滝
下
公
園
の

豪
雨
災
害
の
復
旧
状
況
は
。

市
長

護
岸
も
被
害
に

遭
っ
て
い
る
の
で
県
と
協

議
中
。
護
岸
工
事
後
、
早

急
に
進
め
る
。

問

右
岸
側
遊
歩
道
は
。

市
長

護
岸
整
備
後
、
予

算
が
付
き
次
第
工
事
す
る
。

問

悠
久
の
森
は
、
国
有

林
か
ら
の
木
材
運
搬
車
の

往
来
が
激
し
い
が
。

市
長

把
握
し
て
い
な

か
っ
た
。
運
搬
指
導
を

し
っ
か
り
し
て
い
く
。

問

遊
歩
道
百
選
の
公
園

な
の
で
、
通
行
制
限
は
で

き
な
い
か
。

耕
地
林
務
課
長

規
制
は
難

し
い
。
国
有
林
の
伐
採
、

運
搬
は
市
へ
の
届
出
な
し

で
可
能
で
あ
る
。

問

荒
れ
果
て
た
ま
ま
の

観
光
地
な
ら
、
市
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
削
除
し
て
は
。

市
長

伐
採
後
の
原
状
復

旧
を
徹
底
し
、
搬
出
車
両

を
小
型
化
す
る
な
ど
、
来

訪
者
に
配
慮
で
き
な
い
か

の
申
入
れ
は
可
能
だ
と
思

う
の
で
、
調
査
さ
せ
て
ほ

し
い
。

道
路
行
政

問

市
長
選
時
に
市
内
各

地
を
回
ら
れ
て
ど
う
思
わ

れ
た
か
。

市
長

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
、

停
止
線
が
消
え
、
傷
み
や
凹

み
、
草
木
が
茂
っ
て
い
る
箇

所
が
多
い
の
で
、
早
く
対
応

す
る
よ
う
県
へ
要
望
し
た
。

問

県
道
馬
渡
大
川
原
線

の
キ
ャ
ン
プ
場
入
り
口
交

差
点
の
大
型
土
嚢
は
通
行

の
邪
魔
で
あ
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
防
護
壁
に
変
え
ら

れ
な
い
か
。

市
長

県
へ
問
い
合
わ
せ

る
。

桐原の滝周辺や
悠久の森については

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

桜の季節がもうすぐ
来るのに公園閉鎖は
勿体ないなぁ

Question

Answer
市長／継続的に可能な範囲での維持管理を

検討していく

被災したままの東屋付近

松
まつ

ノ
の

下
した

 いずみ

ゴミ除去急がないと次の大雨が来ます

この状態がいつまで続くのか

問

５
月
に
出
さ
れ
た
市

道
新
田
・
阿
邪
里
線
の
速

度
等
に
関
す
る
嘆
願
書
の

件
は
。

市
長

な
る
べ
く
早
く
対

応
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

問

そ
お
街
道
の
維
持
管

理
は
。

市
長

３
者
に
委
託
し
て

い
る
が
、
８
月
豪
雨
で
遅

れ
て
い
る
。
茂
っ
た
箇
所

を
中
心
に
要
望
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
。

問

次
期
自
治
会
長
名
を

届
け
出
る
際
に
、
補
修
箇

所
等
の
要
望
も
上
げ
て
も

ら
っ
て
は
。

市
長

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は

な
い
が
考
え
て
い
き
た
い
。

10☆答３☆②できない　選挙区内の人に寄附や差し入れを行うことは禁止されています。



ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
方
針

問

本
市
に
お
け
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
方
向
性
は
。

市
長

Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
等
で
の

イ
ベ
ン
ト
時
や
福
祉
施
設

等
で
体
験
で
き
る
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
。

い
き
い
き
親
水
公
園

問

い
き
い
き
親
水
公
園

の
総
工
費
は
。

耕
地
林
務
課
長

総
額
４
億

２
０
７
２
万
７
千
円
で
、

県
営
分
２
億
７
千
万
円
、

財
部
町
約
１
億
５
千
万
円

で
あ
る
。

問

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
の

修
繕
費
総
額
の
見
積
り
は
。

耕
地
林
務
課
長

令
和
４
年

の
段
階
で
２
千
万
円
ほ
ど

で
あ
る
。

問

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
は

な
ぜ
修
繕
さ
れ
な
い
の
か
。

市
長

令
和
５
年
度
に
漏

水
の
補
修
を
一
部
行
っ
て

い
る
。
ポ
ン
プ
も
３
台
中

２
台
に
不
具
合
が
発
生
し
、

財
部
温
泉
と
共
同
利
用
の

井
戸
も
水
量
が
限
ら
れ
る
。

真
夏
に
池
の
水
が
高
温
と

な
る
な
ど
、
利
用
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。

問

本
市
の
都
市
公
園
の

数
と
、
合
併
後
に
新
設
さ

れ
た
公
園
の
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

次
の

と
お
り
で
あ
る
。

問

い
き
い
き
親
水
公
園

は
な
ぜ
都
市
公
園
で
は
な

い
の
か
。

耕
地
林
務
課
長

都
市
公
園

は
国
土
交
通
省
の
管
轄
で

あ
り
、
整
備
事
業
が
農
林

水
産
省
の
た
め
、
都
市
公

園
と
定
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

問

財
部
町
の
公
園
の
整

備
の
位
置
づ
け
は
。

市
長

旧
支
所
の
跡
地
や

駅
前
を
核
と
し
た
、
街
づ

く
り
検
討
委
員
会
を
立
上

げ
、
そ
の
中
で
議
論
を
進

め
い
く
。
い
き
い
き
親
水

公
園
に
つ
い
て
は
、
検
討

内
容
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
ま
た
必
要
か
ど
う

か
検
討
す
る
。

曽
於
市
の
景
観

問

季
節
で
変
わ
る
通
学

路
の
安
心
安
全
に
対
策
が

必
要
で
は
。

教
育
長

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
側
溝
の
蓋
な
ど
は
学
校

で
点
検
し
、
教
育
委
員
会

で
集
約
し
て
関
係
各
課
で

対
応
し
て
い
る
。
樹
木
に

つ
い
て
は
新
た
な
観
点
を

設
け
て
見
て
い
き
た
い
。

いきいき親水公園について
修繕がなされない理由は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／利用開始から 28 年ほど経過し、施設の

老朽化による安全上の問題もあるため、
修繕についてはまた検討する

ちょっと
ひとりごと

まちづくりに
大切なのは

市民の想いです！

本市の都市公園数
（合併後新設数）

末吉町 １０（３）

大隅町 ９（６）

財部町 ２（０）

合計 ２１（９）

財部小学校の通学路を塞ぐ樹木

やく

師
し

康
やす

浩
ひろ

11 ☆問４☆議会定例会は年に何回開催されるでしょうか？　①４回　②６回　③12回



ふ
る
さ
と
寄
附
金

問

市
の
財
政
健
全
化
に

向
け
て
市
長
の
掲
げ
る

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
30
億

円
」
は
是
が
非
で
も
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
現
時
点
で
の
寄
附
額

は
。

市
長

11
月
末
時
点
で
、

約
10
億
３
１
３
１
万
円
で

あ
る
。

問

昨
年
同
時
期
と
の
比

較
は
。

商
工
観
光
課
長

昨
年
同
時

期
約
６
億
５
９
８
４
万

円
に
対
し
て
、
本
年
は

３
億
７
１
４
６
万
円
多
い

状
況
で
あ
る
。

問

増
え
た
要
因
は
何
か
。

商
工
観
光
課
長

９
月
末
で

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
イ
ン

ト
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
、
駆
け
込
み
需

要
が
要
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

問

竹
田
市
長
就
任
に
よ

る
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
効

果
は
。

商
工
観
光
課
長

９
月
以
降
、

様
々
な
ふ
る
さ
と
納
税
の

イ
ベ
ン
ト
に
初
参
加
の
も

の
も
含
め
て
参
加
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
効
果
は

把
握
で
き
な
い
。

問

総
務
省
の
調
べ
に
よ

る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
人
が
一
定
数
い
る
が
、

そ
う
い
っ
た
方
へ
の
Ｐ
Ｒ

は
で
き
な
い
か
。

市
長

こ
れ
か
ら
も
全
国

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
赴
き
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
本
市
へ
の
ふ

る
さ
と
寄
附
金
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

交
通
弱
者
へ
の
支
援

問

市
の
計
画
に
あ
る
思

い
や
り
タ
ク
シ
ー
、
思
い

や
り
バ
ス
の
運
行
状
況
に

つ
い
て
、
地
域
の
需
要
と

マ
ッ
チ
し
な
い
と
こ
ろ
が

見
ら
れ
る
が
、
改
善
は
図

ら
れ
た
か
。

企
画
政
策
課
長

現
状
で
は

要
望
に
応
じ
た
路
線
や
時

間
の
変
更
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

思
い
や
り
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

財
部
駅
か
ら
曽
於
医
師
会

立
病
院
ま
で
の
路
線
を
運

行
し
て
い
る
。

問

市
の
思
い
や
り
タ
ク

シ
ー
を
都
城
に
走
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
る
か
。

企
画
政
策
課
長

技
術
的
に

は
可
能
だ
が
、
都
城
市
に

も
許
可
を
取
る
必
要
が
あ

り
、
そ
こ
に
経
済
的
な
影

響
が
生
じ
る
た
め
に
民
業

圧
迫
に
も
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
た
め
、
現
実
的
に
は

難
し
い
。

問

第
２
次
曽
於
市
総
合

振
興
計
画
に
あ
る
本
市
周

辺
自
治
体
と
の
連
携
は
、

公
共
交
通
と
い
う
分
野
で

図
ら
れ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
課
長

12
月
か
ら

宮
崎
交
通
の
バ
ス
が
メ
セ

ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

の
乗
り
入
れ
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
。
今
後
も
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

ふるさと寄附金の目標額達成に向けて
積極的なＰＲを行うべきでは

一般質問の録画

Link

Answer
市長／インターネットや対面によるＰＲを

含めて取組を進めていきたい

ちょっと
ひとりごと

交通弱者への
きめ細かい支援を！

Question

遠
とお

矢
や

政
せい

嗣
じ

９月に開催された楽天超ふるさと納税祭り

12☆答４☆①４回　曽於市では３月・６月・９月・12月に開催します。臨時議会が開催されることもあります。



草
刈
り
の
負
担
軽
減

問

高
齢
化
率
50
％
以
上

の
自
治
会
数
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問

高
齢
化
率
が
上
が
り
、

市
道
清
掃
な
ど
自
治
会
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
が
、
市
の
対
応
は
。

土
木
課
長

要
望
が
あ
れ

ば
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
道
路
維
持
班
で
対

応
し
て
い
る
。

問

学
校
の
急
斜
面
で
の

草
刈
り
は
危
険
を
伴
う
が
、

市
の
対
応
は
。

教
育
長

安
全
が
最
優
先

な
の
で
、
危
険
作
業
は
控

え
て
ほ
し
い
。
危
険
箇
所

は
、
学
校
か
ら
市
へ
相
談
、

要
望
を
し
て
も
ら
い
、
対

応
し
て
い
く
。

問

空
き
家
や
耕
作
放
棄

地
か
ら
、
雑
草
が
敷
地
内

に
伸
び
て
く
る
が
、
市
の

対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

所
有

者
に
連
絡
を
取
り
、
対
応

し
て
も
ら
う
。
対
応
が
な

い
時
は
再
度
、
連
絡
し
て

い
る
。
２
０
２
２
年
に
法

令
が
変
わ
り
、
敷
地
内
に

入
っ
て
き
た
草
は
刈
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

市
長

空
き
家
活
用
が
大

事
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

処
し
て
い
き
た
い
。

地
域
サ
ロ
ン
活
動

問

サ
ロ
ン
活
動
を
開
催

し
て
い
る
団
体
の
数
及
び
、

参
加
者
数
の
推
移
と
補
助

は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

空き家や耕作放棄地から
雑草が敷地内に伸びてくるが
市の対応は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／所有者との絡みもあるが、

スピーディーに対処していきたい

ちょっと
ひとりごと

草刈り等の問題は
悩まずに市役所に
連絡しましょう

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

高齢化率 50％以上の自治会

自治会 / 総自治会数 全体の割合

2015 年 213/482 44.1%

2020 年 297/467 63.5%

2025 年 350/447 78.2%

全体に対する割合も年々増加している

ふれあい・いきいきサロン活動
年度 団体 参加延べ人数
R5 58 6,988
R6 54 6,160
R7 53 未集計
曽於市社会福祉協議会からの

助成金を活用
年間 5,000 ～ 15,000 円の補助

高齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業
年度 団体 参加延べ人数
R5 93 27,649
R6 110 37,588
R7 111 未集計

県の補助金を利用した
高齢者地域支えあいグループポイント事業

体操教室の開催・運営で
１ポイント= 千円の商品券と交換

急斜面での作業は滑落の危険性あり

問

サ
ロ
ン
活
動
に
つ
い

て
、
今
後
の
方
向
性
は
。

市
長

人
と
話
を
す
る
こ

と
は
重
要
。
体
操
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
健
康

寿
命
の
延
伸
に
な
る
の
で

推
進
し
て
い
き
た
い
。

※
掲
載
以
外
の
質
問
項
目

「
曽
於
市
総
合
大
学
」

13 ☆問５☆曽於市議会議員の定数は？　①16人　②18人　③20人



本
市
の
観
光
戦
略

問

都
城
市
で
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
迷
う
こ

と
な
く
観
光
が
で
き
る
よ

う
５
つ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
掲
載
し
て
い
る
。
本
市

で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

商
工
観
光
課
長

観
光
協
会

を
中
心
に
「
そ
お
た
び
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
コ
ー
ス
の
ペ
ー
ジ
ま

で
た
ど
り
着
き
づ
ら
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
近
い

う
ち
に
変
え
て
い
き
た
い
。

問

本
市
の
芙
蓉
部
隊
は

戦
後
80
年
で
テ
レ
ビ
で
も

特
集
さ
れ
る
な
ど
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
平
和
資

料
館
と
し
て
分
け
て
展
示

す
る
試
み
を
進
め
て
は
。

教
育
長

埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
資
料
と
旧
町
の
文

化
資
料
を
集
約
し
た
資
料
館

を
設
置
後
に
、
平
和
資
料
館

開
設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
公
共
交
通
計
画

問

思
い
や
り
タ
ク
シ
ー

の
停
留
所
利
用
率
を
見
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
１
人

未
満
、
乗
降
な
し
で
75
％

を
超
え
る
状
態
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
か
。

市
長

市
民
か
ら
も
行
き

た
い
時
間
と
思
い
や
り
タ

ク
シ
ー
・
バ
ス
の
運
行
時

間
が
合
わ
な
い
と
い
う
声

を
聞
い
て
い
る
。

問

以
前
、
五
位
塚
前
市

長
に
同
様
の
質
問
を
し
た

と
こ
ろ
、
都
城
市
な
ど
市

外
の
利
用
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も
検
討

し
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
調
査
を
行
っ
た
の

か
。

企
画
政
策
課
長

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
利
便
性
な
ど
に
課
題

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

問

志
布
志
市
で
は

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
し
ぶ
し
」

と
い
う
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。

本
市
も
検
討
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
課
長

交
通
空
白

地
域
に
認
定
さ
れ
る
エ
リ

ア
が
な
い
と
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
導
入
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

観光の導線作りを
積極的に取り組むべきでは

一般質問の録画

Link

Answer
市長／ 観光協会以外のサイトでも情報発信

に努めたい

ちょっと
ひとりごと

曽於市の誇る文化財
もっと日本中に
知ってもらう取組を

Question

国指定の文化財に指定された溝ノ口洞穴
都城市の関之尾とも人の流れを繋げていくべき

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

令和３年12月の１日あたりバス停別乗降客数

曽於市地域公共交通計画より

志布志の「チョイソコしぶし」利用料 200 円
連絡したら来てくれるタクシーがあると便利ですよね

志布志市ホームページより

14☆答５☆②18人　令和７年11月の選挙から、定数が20人から18人になりました。



ちょっと
ひとりごと

率
は
年
々
改
善
さ
れ
、
全

国
平
均
並
み
の
数
値
と

な
っ
て
い
る
。
改
善
が
進

ま
な
い
場
合
に
は
、
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
て

い
る
。

問

本
市
の
美
味
し
い
商

品
や
食
材
を
市
民
が
楽
し

み
つ
つ
情
報
を
発
信
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
歯
の

健
康
を
守
る
こ
と
は
重
要

で
は
。

市
長

小
中
学
校
で
の
集

団
フ
ッ
化
物
洗
口
に
よ
る

効
果
が
全
国
的
に
出
て
い

る
こ
と
は
確
認
し
て
い
る
。

教
育
現
場
と
協
議
を
進
め

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

本
市
の
産
業
と
の
連
携

問

本
市
の
地
場
産
業
の

担
当
部
署
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問

各
産
業
の
青
年
部
活

動
が
あ
る
が
、
団
体
数
・

構
成
人
数
な
ど
把
握
し
て

い
る
か
。

市
長

農
業
関
係
で
は
５

団
体
あ
り
、
曽
於
市
ヤ
ン

グ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

は
23
人
、
各
町
の
茶
業
青

年
の
会
は
末
吉
町
７
人
、

大
隅
町
５
人
、
財
部
町
12

人
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
青

壮
年
部
は
末
吉
支
部
12
人
、

大
隅
支
部
42
人
、
財
部
支

部
14
人
、
商
工
業
関
係
で

は
、
商
工
会
青
年
部
は
末

吉
支
部
21
人
、
大
隅
支
部

10
人
、
財
部
支
部
11
人
と

い
う
こ
と
を
把
握
し
て
い

る
。

問

今
年
度
行
わ
れ
た
共

同
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

各
青
年
部
の
交
流
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
。
既
存
の

縦
割
り
の
対
応
を
超
え
た

「
横
の
つ
な
が
り
」
を
支

援
す
る
よ
う
な
施
策
は
。

市
長

現
在
は
な
い
が
、

若
い
働
き
手
の
活
動
を
支

援
で
き
る
施
策
に
つ
い
て
、

今
後
協
議
す
る
。

子
ど
も
向
け
予
防
医
療

問

子
ど
も
た
ち
の
口

腔
健
康
を
守
る
た
め
の

「
フ
ッ
化
物
応
用
」
は
、

そ
の
有
効
性
・
安
全
性
に

関
す
る
証
拠
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
本
市
の
取
組
は
。

市
長

市
の
幼
児
健
診
に

お
い
て
、
保
護
者
の
同
意

の
も
と
、
フ
ッ
化
物
歯
面

塗
布
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
16
保
育
施
設
の

う
ち
、
13
施
設
で
フ
ッ
化

物
洗
口
を
実
施
し
て
い
る
。

問

他
自
治
体
で
は
多
く

の
学
校
で
集
団
フ
ッ
化
物

洗
口
事
業
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
本
市
で
は
令
和
２

年
ま
で
検
討
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
調
査
や
研
究
は
。

教
育
長

令
和
２
年
以
降
、

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
特
に

調
査
・
研
究
は
し
て
い
な

い
。
昨
年
度
か
ら
、
先
進

自
治
体
の
状
況
確
認
や
研

修
会
へ
の
参
加
等
を
行
っ

て
い
る
。

問

子
ど
も
た
ち
の
成
長

と
健
康
で
豊
か
な
生
活
、

ま
た
、
市
の
医
療
費
抑
制

の
観
点
か
ら
、
学
齢
期
の

集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

の
導
入
に
つ
い
て
考
え
は
。

教
育
長

行
政
や
学
校
、

家
庭
な
ど
で
様
々
な
取
組

を
進
め
て
き
た
結
果
、
子

ど
も
た
ち
の
む
し
歯
保
有

市長の考えをダイレクトに
進めるようなチームは

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市�長／直属のチームはなく、各課で対応

している

小中学校時まで
フッ化物洗口を継続して

生え変わった
永久歯まで強い歯に！

中
なか

薗
ぞの

和
かず

樹
き

各産業の担当課
業種 担当課
農業 農政課
林業 耕地林務課

畜産業 畜産課
建設業 まちづくり推進課、土木課
医療業 保健課、こども未来課

福祉・介護業 福祉介護課
商工業 商工観光課

市内企業 企画政策課

15 ☆問６☆一般質問の質問時間は？　①30分　②50分　③60分



地
元
企
業
と
連
携
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
の
導
入

問

鹿
児
島
市
は
、
市
内

企
業
が
新
規
採
用
社
員
の

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学

金
の
返
済
の
肩
代
わ
り
を

し
た
場
合
、
奨
学
金
代
理

返
還
支
援
制
度
導
入
促
進

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

本
市
も
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

企
画
政
策
課
長

来
年
度
以

降
、
市
内
企
業
採
用
の
社

員
の
奨
学
金
を
一
年
分
ま

と
め
て
代
理
返
還
し
た
場

合
に
、
市
が
企
業
に
次
年

度
以
降
に
支
払
う
制
度
を

検
討
し
て
い
る
。

新
規
就
農
者
及
び

新
規
就
業
者
の
支
援
強
化

問

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
の
年
齢

制
限
55
歳
以
下
と
、
所
得

制
限
６
０
０
万
円
以
下
を

撤
廃
し
、
新
規
就
農
者
・

新
規
就
業
者
の
確
保
に
取

り
組
み
た
い
。

問

過
去
５
年
間
の
実
績

は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問

令
和
７
年
に
実
施
さ

れ
た
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
、

基
幹
的
農
業
経
営
体
が
５

年
前
よ
り
25
％
減
少
し
た

と
報
道
が
あ
っ
た
が
、
市

の
状
況
は
。

農
政
課
長

次
の
と
お
り

で
あ
る
。

問

親
の
経
営
を
引
き
継

が
な
い
新
規
就
農
者
も
こ

れ
ま
で
２
年
間
の
助
成

だ
っ
た
が
、
３
年
間
に
延

長
で
き
な
い
か
。

市
長

新
規
の
場
合
は
、

機
械
等
の
初
期
投
資
が
か

な
り
か
か
る
の
で
、
今
後

検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問

ふ
る
さ
と
納
税
30
億

円
を
実
現
す
る
た
め
、
組

織
体
系
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
来
年

度
以
降
の
対
策
は
。

市
長

来
年
度
、
商
工
観

光
課
内
に
室
を
新
設
し
、

職
員
を
増
員
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
を
含
ん
だ
市
の
Ｐ

Ｒ
強
化
を
実
施
す
る
。

問

ナ
ン
チ
ク
が
県
内
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
未
経
産

の
雌
で
オ
レ
イ
ン
酸
含
有

率
55
％
以
上
の
黒
毛
和
牛

の
新
ブ
ラ
ン
ド
「
黒
乙
女

55
」
を
立
ち
上
げ
た
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

市
長

ナ
ン
チ
ク
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
推
進
し
て
い

き
た
い
。

地元企業と連携した
インターン制度の導入は

一般質問の録画

Link

Answer
市長／若者の地域定着や市内企業の人材確保支援を目的として、
市内企業が実施するインターンシップの受入れに係る費用 ( 交通
費・宿泊費等 ) の一部を助成する制度の創設を検討する

ちょっと
ひとりごと

自主財源確保のため
ふるさと納税の
増額を！

Question

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

年度 新規
就農者 ( 人 )

新規
就業者 ( 人 )

令和 2 8 8

令和 3 5 13

令和 4 8 9

令和 5 2 11

令和 6 4 11

調査年 経営体数

平成 22 年 3,168

平成 27 年 2,341

令和２年 1,687

16☆答６☆②50分　執行部の答弁を含まず、50分以内です。



の
畜
産
生
産
基
盤
施
設
整

備
事
業
の
拡
充
を
考
え
て

い
る
。

問

農
水
省
の
全
補
助
事

業
等
で
環
境
負
荷
低
減

の
「
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
み
ど
り
チ
ェ
ッ

ク
）」
が
令
和
９
年
度
か

ら
義
務
化
だ
が
。

市
長

国
へ
補
助
事
業
を

申
請
す
る
際
、
す
で
に
事

業
主
体
又
は
申
請
者
が

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出

し
て
お
り
、
今
後
は
各
事

業
の
要
綱
・
要
領
に
準
ず

る
対
応
を
す
る
。

ちょっと
ひとりごと

公
共
施
設
の
管
理

問

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
進
捗
は
。

市
長

施
設
の
保
有
面
積

を
平
成
27
年
度
か
ら
10
年

で
16
％
削
減
す
る
目
標
に

対
し
、
令
和
６
年
度
末
時

点
で
８
％
増
で
あ
る
。

問

管
理
計
画
が
現
状
と

合
っ
て
お
ら
ず
、
市
民
が

老
朽
化
施
設
の
今
後
を
知

る
機
会
が
少
な
い
た
め
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で

は
。
例
え
ば
、
財
部
き
ら

め
き
セ
ン
タ
ー
は
。

市
長

管
理
計
画
は
令
和

７
年
３
月
に
改
訂
し
て
い

る
が
、
検
討
委
員
会
で
中

身
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー
や
旧

財
部
支
所
跡
地
、
ス
ク
ラ

ブ
か
ら
の
導
線
等
は
、
財

部
支
所
を
中
心
と
し
て
、

民
間
と
と
も
に
活
用
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
。

問

ト
イ
レ
の
洋
式
化
率

は
。

市
長

市
営
住
宅
や
学

校
施
設
等
を
含
め
る
と

76
・
４
％
で
あ
る
。
文
化

施
設
、
体
育
施
設
、
社
会

教
育
施
設
に
限
る
と
48
％

で
あ
る
。

問

施
設
の
ネ
ッ
ト
予
約

は
。

市
長

全
課
一
斉
ス
タ
ー

ト
を
目
標
に
取
り
組
み
た

い
。

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

問

現
在
の
公
共
交
通
網

で
対
応
で
き
な
い
場
合
も

多
い
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
等

へ
の
助
成
は
。

市
長

今
後
、
交
通
弱
者

は
更
に
増
え
る
。
買
い
物

困
難
者
対
策
に
向
け
て
市

民
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

次
年
度
に
支
援
策
を
協
議

す
る
。

令
和
６
年
度

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

問

基
本
法
が
25
年
ぶ
り

に
改
正
さ
れ
、
基
本
計
画

や
白
書
に
も
新
し
い
取
組

が
見
ら
れ
る
。
来
年
度
予

算
へ
の
反
映
は
。

市
長

担
い
手
確
保
の
た

め
の
新
規
就
農
者
支
援
対

策
事
業
の
年
齢
・
所
得
額

制
限
の
撤
廃
、
生
産
コ
ス

ト
削
減
の
た
め
の
ド
ロ
ー

ン
導
入
支
援
、
畜
産
の
頭

数
の
維
持
・
拡
大
の
た
め

老朽化した公共施設の
中長期的な計画は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市�長／ 来年度、何らかの形で検討委員会を

実施したい

施設管理もまちづくりも
課を超えて情報共有ができる

仕組みづくりを

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

電球が切れたままの財部地区体育館

17 ☆問７☆議会傍聴席で禁止されていることは？　①飲食や喫煙　②許可なしの撮影や録音　③議場への入場



◆調査事項・調査期間・調査地

○鹿児島県畜産共進会
　・令和７年 10 月４日（土）１日間
　・姶良中央家畜市場

第 74 回鹿児島県畜産共進会は、姶良中央家
畜市場において、鹿児島県経済連主催で開催され、
鹿児島県内 11 地区から選抜された73 頭の肉用牛
が出品されました。
審査に先立ち、県内高校等６校が出品した牛の審査展示があり、曽於高校の出品牛が中

ちゅう

躯
く

賞を受賞されました。
種目別の審査については、本市からは第１部（若

わか

雌
めす

１区）１頭、第２部（若雌２区）１頭、第
３部（父

ふ

系
けい

群
ぐん

区）３頭、第４部（成
せい

雌
めす

区）２頭、第５部（高等登録群区）３頭の計 10 頭が出
品され、第１部では最優秀賞２席、第２部では最優秀賞１席、第３部では最優秀賞３席、第４部
では最優秀賞１席及び５席、第５部では最優秀賞２席に本市の出品牛が選ばれています。
また、体積と前

ぜん

躯
く

の特別部位賞を本市出品牛が獲得されたほか、団体優勝も昨年に引き続き
曽於地区が獲得されています。
子牛価格の低迷や物価高が続き、経営環境は依然として厳しい状態でありますが、畜産農家

の熱意や努力を大いに感じたところです。
今後も、更なる畜産振興に邁進されることを期待します。

産業建設常任委員会

委員会調査リポート
各委員会が所管する市の事務について行った所管事務調査について報告します。

成雌区最優秀賞１席　さざえ号

令和７年度（4～11月） 曽於市議会政務活動費収支報告一覧表
【収入】 単位：円

項　目 新生会 創志会 創政会 そお幸喜会 無所属
自由クラブ れいわ会 さくら会 徳峰一成 計

人　数 2 人 2 人 2 人 3 人 2 人 3 人 2 人 1 人 17 人
交付額 160,000 160,000 160,000 240,000 160,000 240,000 160,000 80,000 1,360,000

自己負担額 0 0 0 60,960 20,370 2,691 0 11,328 95,349
雑入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入合計 160,000 160,000 160,000 300,960 180,370 242,691 160,000 91,328 1,455,349
【支出】 単位：円

項　目 新生会 創志会 創政会 そお幸喜会 無所属自由
クラブ れいわ会 さくら会 徳峰一成 計

調査研究費 300,960 180,370 145,900 4,424 631,654
広報費 32,190 112,541 87,148 231,879

資料購入費 4,180 4,180
支出合計 0 0 0 300,960 180,370 178,090 116,965 91,328 867,713
( うち政務活
動費支出分 ) 0 0 0 240,000 160,000 175,399 116,965 80,000 772,364

返　還　額 160,000 160,000 160,000 0 0 64,601 43,035 0 587,636

18☆答７☆全部　他にも、プラカードや旗、のぼり、笛、ラッパ、太鼓などの持込みも禁止されています。



曽於市議会では定例会・臨時会の様子を、インターネットによる
ライブ中継や録画配信でご覧になれます。
スマートフォンやタブレット端末から視聴できます。

アクセスはこちら▶

里港郷との交流促進 　令和７年 11月 19日（水）

里港郷の町長に当たる徐
じょ

國
こく

銘
めい

郷長や議長に当たる林
りん

綿
めん

顯
けん

主席をはじめとする訪問団の方々が本市を訪れました。

　交流促進のために里港郷を訪問した末吉・大隅・
財部中学校の生徒の発表や、鹿児島伝統の遊び
「なんこ」を行い、交流を深めました。

台
た い

湾
わ ん

屏
へ い

東
と う

県
け ん

里
り

港
こ う

郷
きょう

訪問団来市

写真左 / 山
やま

田
だ

義
よし

盛
もり

 前議長　写真右 / 林
りん

綿
めん

顯
けん

 主席

※ 国際交流促進覚書（MOU）とは、当事者間の合意内
容を書面化したもので、法的拘束力はなく、一般的に

「友好都市協定」などの一歩手前の段階と認識される
ものです。曽於市と里港郷は、令和５年５月に国際交流促進覚書※

(MOU) を締結してから、相互交流を行っています。

令
和
７
年
10
月
24
日
、
柳
迫
小
学
校
３
年
生

の
皆
さ
ん
が
、
社
会
科
見
学
で
議
場
を
見
学
さ

れ
ま
し
た
。
議
長
席
や
議
員
席
に
座
っ
た
り
、

楽
し
そ
う
に
議
会
や
議
員
の
体
験
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

議
場
見
学

19 ☆全問正解できたかな？次回もお楽しみに！
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T
EL：

0986 - 76 - 8816
FAX：

0986 - 76 - 8901
E

メ
ー

ル
：

gikai@
city.soo.lg.jp

成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

本
市
で
も
「
成
人
式
」
は
「
は
た
ち
の
集
い
」

と
名
称
を
変
え
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

驚
い
た
の
は
、
私
が
20
歳
の
時
の
式
典

に
は
な
か
っ
た
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
普
及
に
よ
る
「
映
え
」
と
い
う
感
覚

の
登
場
で
、
い
わ
ゆ
る
「
自
撮
り
文
化
」

が
広
が
っ
た
影
響
で
し
ょ
う
か
。

ハ
タ
チ
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

ふ
る
さ
と
曽
於
市
の
こ
と
も
併
せ
て

「
発
信
」
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
中
薗
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者
　
　

議
　
　
長

重
久

昌
樹

下
段
右
か
ら

中
薗
委
員
・
瀬
戸
口
委
員
長
・
師
副

委
員
長

上
段
右
か
ら

廣
瀬
委
員
・
山
中
委
員
・
矢
上
委
員

今回紹介するのは末吉町出身の藤
ふじ

田
た

光
みつ

秀
ひで

さんです。藤田さん
は 45 年勤めた職場を退職後、「せっかくの第二の人生、絶対
に楽しく充実したものにしたい！」という思いから、本格コー
ヒーと肉まん、カレーパンを提供するキッチンカーで曽於市や
都城市に出店しています。

自慢はドリップコーヒーで、豆の産地と焙煎にこだわり、作
り置きせずお客様一人一人に淹れたてを提供しています。

カレーパンは生地はモチモチで、中のカレー味はやや甘く大
好評です。

ちょっとコーヒーを飲んで一息つき
たい、小腹が空いて何か食べたい、そ
んな時は是非、藤田さんのキッチンカー
にお立ち寄りください！ （山中）

夢
チャレンジ

編
集
後
記

２月20日 ……………開　　会

２月25～27日 ……一般質問

３月25日 ……………閉　　会

第１回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

毎週水曜日に市役所の入口近くに
11:00-13:00 まで出店しています

新
人
６
名
と
２
期
目
の
議
員
を

合
わ
せ
る
と
過
半
数
を
超
え
、
新

し
い
議
長
と
副
議
長
も
ま
だ
３
期

目
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
た
曽
於
市

議
会
。
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長

も
全
て
２
期
目
が
務
め
ま
す
。

先
輩
議
員
が
少
な
い
で
す
が
、

松
尾
芭
蕉
が
『
奥
の
細
道
』
の
旅

の
中
で
体
感
し
た
概
念
で
あ
る「
不

易
流
行
（
ふ
え
き
り
ゅ
う
こ
う
）」

の
よ
う
に
、
歴
代
の
先
輩
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
基
礎
（
不
易
）
を

大
切
に
し
つ
つ
、
時
代
や
状
況
に

応
じ
て
変
化
し
て
い
く
新
し
い
感

覚
（
流
行
）
を
取
り
入
れ
て
い
き
、

そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
は
交
わ
し
つ
つ

も
「
曽
於
市
を
良
く
す
る
」
と
い

う
目
的
の
も
と
に
は
一
致
団
結
す

る
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

当
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
、
文
字
通
り
「
新
し
さ
」
を
感

じ
る
広
報
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

（
瀬
戸
口
）

詳しくは
コチラ▶▶
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